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　金沢という街には必ずと言って良いほど
「歴史」や「伝統」という言葉が付随する。
2015（平成27）年に予定されている北陸新幹
線の開通により，観光熱は益々高まり，市は
歴史と伝統が息づいている街というイメージ
を更に推しだすだろう。しかし，1930年代に
目を向けると，金沢市内ではモダニズムが興
隆を迎えていた。「加賀百万石」という藩政
期の威光を引きずる傾向が強かった金沢市に
おいて，この動きは如何に成長し，またどの
ような人物達によって支えられていたのだろ
うか。本研究では，行政と民間側の両者の動
向を探ることにより，一地方都市におけるモ
ダニズムがどのように展開されていったのか
を検討する。

１．明治期の金沢市
　武士の割合が多かった金沢市では，明治期
以降，人口の減少や経済困難などの市勢減退
が顕著であった。そのような状況からの脱却
を目指し，行政は明治前期を通して士族授産，
殖産興業などにより，沈下する金沢市を盛り
返そうとした。特に美術工芸振興には注目す
べき点が多く，ジャポニスムの影響によって
海外輸出が好成績を収めていた。しかし一過
性の流行に過ぎなかったジャポニスムは当然
ながら早々に終焉を迎え，それに伴い美術工
芸品の輸出は減少してしまう。
　そこで金沢市は第九師団や第四高等中学校
など，国の機関を市内に誘致することにより，
経済，人口の再興を図った。結果としてこの
誘致は成功し，経済効果，インフラ整備など
の波及効果に及んだとされる。更には津田米

次郎が開発した力織機による輸出羽二重の生
産が大きな収入源となり，金沢市はようやく
市力を取り戻すかに見えた。しかしながら時
運悪くも，昭和期に突入すると世界恐慌に端
を発する全国的な金融恐慌へと陥り，その影
響によって金沢市内の繊維産業は大打撃を受
けてしまう。そこで金沢市行政が注目したの
は観光産業であった。

２．産業と観光の大博覧会
　1932（昭和７）年に開催された「産業と観
光の大博覧会」は，観光をメインテーマの一
つに据えたという点で象徴的である。これは
それまで観光事業に消極的であった金沢市が
上述の恐慌によって繊維業主体の経済構造を
見直し，新たに観光に注目した為だとされる。
また，観光都市としての再出発を市民に知ら
せるにあたり，博覧会は絶好の機会であった。
金沢市が新たな都市として生まれ変わる意向
は，博覧会パビリオンにアール・デコや構成
派など，当時流行のデザインが採られている
ことからも汲み取れる。また建築物のみなら
ず，ポスター，絵葉書，あらゆるメディアに
モダンデザインが使用されていた。当時の最
先端のデザイン，技術，娯楽を一同に集め，
一般に提示していた本博覧会は市民の目には
浮世離れした空間として映ったに違いない。
　そして，この博覧会が地方都市金沢に与え
た影響は多大なものであった。会期中の宿泊
人数や鉄道の乗降者数の増加はもちろん，博
覧会を契機に街では洋式ホテルの建設，モダ
ンガールのバス車掌の登場，街の美観整備が
なされるなど，当時並行して行われていた都
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市計画に加え，街の近代化が促進された。
　しかし博覧会で主張されたのは街の近代化
のみではない。出品物としては藩政期来のも
のが目立っており，市内の遊郭が協力した演
芸館がその代表例として挙げられるだろう。
博覧会は藩政期からの娯楽である遊郭に目を
つけ，観光の目玉としようとしたのだ。史跡
や，温泉などの藩政期，つまり封建主義時代
の文化や町並みに対して肯定的な姿勢だった
ことは博覧会の出品物が示している。事実，
石川県下の温泉街への博覧会協力の呼び掛け
や，協賛として「百萬石文化展」を開催する
など，藩政期の芸術作品の展示をしており，
本博覧会では街としての近代化をアピールし
つつも，県下，市内の観光資源である前田加
賀百万石時代の遺跡や娯楽の宣伝を巧みに
行っていた。以上は行政，つまり官側による
モダニズムと言えるだろう。

３．雑誌『モダン金澤』
　一方，博覧会開催と同時期に民間側からも
街の近代化を促す動きがあった。その様子は
金沢市内の映画館，第二菊水倶楽部の宣伝部
に勤めていた鞍信一氏によって創刊された雑
誌，『モダン金澤』によく表れている。『モダ
ン金澤』では当時の大衆娯楽の代表であるカ
フェーや映画について多く言及されており，
行政が藩政期からの遺産を利用して街を観光
都市として展開しようとしていたのとほぼ同
時期，民間ではカフェーや映画などの新たな
娯楽が流行していたようだ。博覧会開催の切
欠ともなった金融恐慌はエログロナンセンス
の風潮を生み，現代とは異なり性的な要素を
多分に含んでいたカフェーや映画を勃興させ，
また安価に楽しめるサービスはサラリーマン
などに代表される中間層によって支持された。
　金沢においても映画，カフェーは大正期よ
り取り入れられていたが，『モダン金澤』で

は地元資本のものは卑下される傾向にあった。
東京日活映画会社の脚本家，飛鳥省太郎が
『モダン金澤』の中で「金沢の映画館の外装
宣伝はあくどい」と酷評をなしていることか
らも，当時流行の大衆文化を受けいれてはい
たものの，中心都市の洗練されたものと比較
するとやはりまだ見劣りするものだったらし
いことが窺える。その明所として，明治期ま
で人気を二分していた香林坊付近と尾張街付
近は，香林坊への都会カフェーの進出により
その均衡を崩してしまう。
　『モダン金澤』内では，街の人々の封建主
義時代の遺産や，旧体制のものに対する拒絶
反応が強い様子や，都市に憧憬を抱き，文化
的規範を求めている言説がしばしば見られる。
　しかし上述のように昭和初期の時点ではま
だ中央都市のものよりか劣っていると批判さ
れ，地元資本のものは酷評されることが多
かった金沢市の大衆文化だが，それまで行政
の行ってきた都市開発・整備や「産業と観光
の博覧会」のように，上からのモダニズムを
一方的に享受していた姿勢から，民間より新
たな文化を作りだそうとしていた姿勢は十分
に評価ができるのではないだろうか。その証
拠に，『モダン金澤』のような雑誌が金沢の
ような保守的な街で生まれたことが驚嘆に値
すると評されている。また，警察などの行政
機関から弾圧されることの多かった市民の娯
楽ではあったが，それでも根強く支持された
のは，依然として城下町の性格の抜けきれな
かった金沢という街に，ようやく生まれたモ
ダニズムの芽を守ろうとしたモダニスト達の
努力の結果だと言えよう。昭和初期における
金沢における大衆文化，つまり民間モダニズ
ムは，未だ城下町の雰囲気から脱しきれない
中で，「民間から」沈滞する街を自分たちな
りのやり方で展開しようとした試みだと捉え
られるのではないだろうか。
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